
研究の目的
県産農産物よりポリフェノール、オリゴ糖などの機能性を含んだ成分の抽出、試作試験を

行い、機能性成分を生かした商品製造に資することを目標とする。

生命科学研究部

県産農産物からの機能性製品の開発 （H22～H24）

・農産物は原料供給、一次加工が主
・農産物の機能性や食品開発に対
す る関心

研究内容背景

機能性成分調査

機能性評価試験

オリゴ糖

ポリフェノールなど

H22年度
地域特産物

素材化技術の検討

酵素処理技術等

の検討
抽出条件

H23年度

波及効果
（１）県産素材に機能性付加した差別化商品開発、販売の促進
（２）規格外農産物等の利用促進と高付加価値化による農業経営安定化

・機能性成分調査
・機能性成分評価
・抽出、濃縮技術の検討
・加工品試作評価

対応策

ポリフェノールなど
の検討

抽出条件
の最適化

スケールアップ試験

食品試作試験及び
評価

H24年度

H25年以降

赤果肉
りんご

ベリー類

高含有品種の選抜

実用化へ


